
Ｋ２が若者支援に取り組み続けていることや、またスタッフの人た
ち一人一人が迷いながら自分たちの役割がどうあるべきか、若者
達とどう関わるべきかと考え続けているまじめさに感銘を受けます。

特に団塊ジュニア・ポスト団塊ジュニアが中年期に差し掛かっていま
すので、彼ら世代への支援は急務です。７０４０、８０５０問題と
いわれるように、親亡き後に、社会の中でどう生きていくかを一緒
に考えてくれる人や支援が必要です。しかし、若者支援はその対象
年齢層も広く、それぞれの若者が求めるものも違うので、一言では
何が若者の問題なのかを語りにくく、理解されにくい分野でもありま
す。そのため必要な支援でありながら、手薄であるだけでなく、支
援する方のノウハウもあまり蓄積されておらず、人材も多くないと感
じています。

うんめぇもん応援団突撃インタビュー！
甲南大学 マネジメント創造学部教授　前田 正子  さん
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3月15日（金）「無子高齢化社会～

出生数ゼロの恐怖（岩波書店）」を出

版された前田正子さんをお招きしてセ

ミナーを開催しました。

前田さんはＫ２が横浜市との共働を本

格的に始めるきっかけとなった「こども

青少年局」ができた時、横浜市副市

長としてこどもや若者の問題に取り組ま

れていました。横浜市を退職された後

も活動を応援してくださっています。

セミナーではとても重く、危機感を覚える内容でありながら、軽快な

語り口で笑いがあり、楽しくあっという間の 2時間でした。少子化

対策というと、保育園をつくるなどのハード面での整備に注目が

集まりますが、結婚や子育て世代の若者達を取り巻く社会の変化や

働き、自立する事が難しい時代に社会の荒波に放り出された若者達

の苦悩をデータの解説と共に分かり易く知ることができました。

前田さん )

そうなんです。都会に住んでいると人が減っていることがわかり
ませんが、地方では本当に人がいなくなり、数年内に消えていく
集落がいくつも出てくると思います。今すぐ生まれる子供が一定
数に維持されるようになっても、人口減少は止まりません。また日
本全国で働いてくれる人、地域を支えてくれる人が減っています。
少子化の直接的な要因は未婚率の上昇ですが、その背景には若
者たちが安定した仕事に就けなかったことがあります。一方、最近
急に日本では働き手が減っていることが話題になっていますが、日
本にはまだ働きたくても働けない若者や、社会に自分の居場所を
見つけられない若者が大勢います。彼らに自分たちが望む形で社
会で自分の役割をみつけてもらうことが必要です。社会での自分
の居場所や仕事を獲得していく、そうすれば自分自身に自信を取
り戻し、パートナーを見つけることにつながるかもしれません。

前田さん )

岩本 )

セミナーでは多くのデータを用いてお話をしていただいたのですが、

一日1200 人ずつ人口は減っている事、特に20才から64歳の

働き手世代については1500 人程度が毎日減っているというお話を

聞き、本当に危機感を覚えました。

岩本 )

前田さん )

岩本 )

前田さん )

岩本 )

東日本大震災から8年が経ちました。私たちが続けてきた石巻と横
浜のつながりは現在も進化発展しつつ、継続しています。前田さん
は今、関西にお住まいとの事ですが、被災地への想いやうんめぇも
ん市の活動についてご感想やご意見など教えてください。

震災のあと、金森さんと一緒に石巻に行かせていただき、津波の破
壊力のすさまじさと、なにもかも流されてしまった街の様子に息をの
みました。それに対して東北の人たちが我慢強いことにも感銘を受
けました。一方、その後、東北に行くたびに、沿岸部の若い世代が
仙台に移り住み、もう戻らないと話す様子を見ていました。私は、
震災前から首都圏の保育所や介護施設が東北の若い世代を職員と
して吸収していることを知ってはいましたが、震災がそれをさらに加
速させたことを肌で感じています。今は全国どこでも震災が起こる
可能性があります。そのたびにそこで再び暮らしていけるように住
宅のみならず仕事の再建も重要です。石巻市は復興モデル市として
頑張っていますのでうんめえもん市が継続し、石巻の人たちへの支援
が続いていることを知ってもらうと同時に、石巻産物の安定した販売
先になるのが大きな貢献だと思います。

うんめぇもん市 (Ｋ２)を応援してくださっている皆さんへ、
また私たちの活動への応援メッセージをお願いします。

震災によって石巻は大きな打撃を受けましたが、日本全体で今後は
人口減少と高齢化が進みます。石巻の復興は地域の持続可能性をど
う高めるかという日本全体の試金石にもなると考えています。
また、若者支援といっても対象は 10 代から40 代まで幅広く、それ
ぞれの若者が目指すものや求めているものは違います。一人一人に
オーダーメイドの支援が必要です。それは一人一人の能力を引き出す
という一人の人間の人生にかかわる重要な仕事です。支援する側の人
の育成も重要な役割ですので、期待しています。

セミナーの様子 前田 正子さん著書

無子高齢化
出生数ゼロの恐怖
(岩波書店 )

￥1,700



◯ 作り方
１）干し椎茸と七色麩を水で戻す。
２）約１ℓのお湯を沸かす。
　　１) の椎茸の戻し汁を足して１ℓにする。
３）具材を小さめにカットする。
４）２) の鍋に油あげと七色麩以外のカットした具材を入れて
　　火にかけ、沸騰したらあくをとる。
５）具に火が通ったら、＊の調味料を入れ、油あげ・七色麩を加えて少し煮る。
６）  ○を混ぜて鍋に加え、とろみがついたら火を止める。
７）白石温麺を表示通りに茹で、茹でた麺を器に盛り、６) の汁をかけ、
　　いんげんをのせて飾ったら完成。

 おくずかけ
[材料(１人分)]
白石温麺：200ｇ 七色麩（麩でも可）：15ｇ
人参：1/2本　干し椎茸：3～4枚
ごぼう：1/3本　なす：1本
油あげ：1枚　いんげん：適量　水：1ℓ
[調味料]
＊酒：大さじ1　＊みりん：大さじ2
＊めんつゆ：大さじ5　＊醤油：大さじ1
○片栗粉：大さじ1.5　○水：大さじ3

おっかぁ圭子の直伝レシピ おくずかけ

～Ｋ２石巻だより～

今月も開催されたお茶っこ礼拝！！
初めての方や久しぶりの方も
いらっしゃり、にぎやかで楽しい
交流の時となりました！

各市役所･区役所の

うんめぇもん市開催

スケジュールです。

※予定は変更される事があります。

　詳しくは事務局までお問い合わせ下さい。

開催時間 １０：００～１４：００

　※磯子区・南区・都筑区は
　　　　　　　　～16:00 まで。
　　　　　旭区は～15:00 まで。

４月うんめぇもん市 開催スケジュール

2019 年   東日本大震災８周年イベント報告

JOB CAMP in 石 巻 活 動 報 告

おくずがけとは
宮城県で食べられる
とろみ汁料理の１つです。(　　　  )

東日本大震災より８年を迎え、今年も「石巻進化躍進応援バザールうんめぇもん市」を開催しました。
被災した元スタッフのゆりちゃん（亀山ゆり子）の応援に石巻に行ったことがきっかけで、玉井海産物店の玉井さんと知り
合い、その出会いから「石巻進化躍進応援バザールうんめぇもん市」がスタートしました。毎年、この時期に玉井さんが横
浜に来訪して、震災当時や石巻の現状を私達に伝えてくれます。年に一度この日は、大震災を思い出し、「忘れないこと・
続けること・進化すること」のうんめぇもん市の活動を改めて考える日となっています。

3 月 9日（土）根岸駅前モンビルでモンマルシェを開催

石巻のサバだしラーメンや牛たんつくね、石巻焼きそば入りお好み焼き、鯨の肉じゃがコロッケの他、福島矢祭町のもった
いない市場の野菜や惣菜、Ｋ２のたこ焼き屋台、パン屋のオヤジのコッペなどの販売を行いました。玉井さんと一緒に、塾
生メンバー、Ｋ２家族の会の親御さんも手伝ってくださり、常連のお客様も含め大勢の方に来て頂き、大盛況のモンマルシェ
となりました。また、Ｋ２家族の会では、玉井さんやゆりちゃんから震災当時の様子と、今のＫ２石巻の様子を伝えてもらい、
改めて、防災に関しても意識し大震災の教訓を生かしていきたいと感じました。

3 月 10 日（日）横浜市会議員（南区）ゆさ大輔議員のお餅つきに出店

こちらにもたくさんの方に商品を買っていただきました。「これからも応援しています」という声を頂き、自分たちも
勇気づけられました。

3 月 11 日（月）横浜市役所うんめぇもん市の開催

たくさんの職員さんや一般のお客様に足を運んで頂き、大人気の二段重ねのうんめぇ弁当や石巻のり弁、石巻コッペパンな
どが早々に完売しました。常連のうんめぇもん市応援団の皆さんもたくさん来て下さり、玉井さんとお話したり、一緒に写
真を撮られたりする方も多くいらっしゃいました。

今年も、東日本大震災８周年イベントにたくさんの方にご来場頂き、みなさまに感謝の気持ちでいっぱいです。
これからもうんめぇもん市は、「忘れないこと・続けること・進化すること」をキーワードに、若者支援×石巻応援を
行っていきたいと思います。引き続き応援をお願い致します。

Ｋ２石巻スタッフ 青山 卓司

NPO法人ヒューマンフェローシップ東日本大震災 8周年イベント実行委員会

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

マルシェ

磯子区

鶴見区市役所

都筑区

中区 南区

西区

【　 　　 】

Ｍ６モンマルシェ開催

玉井海産物店の玉井さんと
　　　　　　横浜市副市長の荒木田さん

２月２８日～３月７日まで、ジョブキャンプ石巻が行われ、３名の若者が参加しました。

今回は、韓国からも７名の生きづらさを抱えた若者達が合流し、ジョブキャンプチームと共にプログ

ラムに途中参加しました。特に避難所体験を通して、今後の起こりうる災害に向け、自分達はどう備

えることが出来るのかなど、それぞれが考えるきっかけとなりました。一緒に参加した韓国メンバーは、韓国では災害がほとんどないため、こういった訓練に、みんなが真剣に

取り組んでいる、ということに驚いていました。また、地域交流会も開催し、横浜・韓国・石巻のみなさんと、食事をしながら、楽しく有意義な時間を過ごすことが出来ました。
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